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略歴 所属学会など
1983年に日本工業大学着任以降、「表面を創る」を
メインテーマに、軽元素を利用した高機能材料表面
の作製などの研究を展開
1990：米国真空学会国際会議論文賞

(Bunshah Award)
2016/2017：表面技術協会会長
2017～：日本工業大学先端材料技術研究センター長

表面技術協会
日本トライボロジー学会
ニューダイヤモンドフォーラム

強固で固体潤滑特性を実現する積層周期構造膜に関する研究

当室で開発したDLC/MoS2積層膜の断面TEM像
この写真にあるバウムクーヘンのような材料は一層が分子数個
の厚さを持つ層でできています（研究室で開発した積層膜の断
面を透過電子顕微鏡で観察：白く見える層の中の白点は炭素原
子、黒く見える層の中の点はMo原子）

渡部研究室の研究テーマ
（1）密着強度の高いDLC皮膜形成を実現するPBII
（2）DLCの機能向上を視野に入れたナノクラスタ分散技術
（3）炭素系材料に変わると期待されるB-C-N材料
（4）磁場を重畳したマイクロ波CVD法を用いた窒化炭素膜
（5）スパッタリングと高圧パルスバイアスを併用するハイ

ブリッド法の開発
（6）新規トライボコーティングの開発 など

主な論文発表
1) Tribological behavior under high temperature 
of BCN films deposited by sputtering-PBII hybrid
system, Surfaces and Interfaces, 
https://doi.org/10.1016/ j.surfin.2020.100434 
2) Elements-Added Diamond-like Carbon Film for
Biomedical Applications, Advances in Materials
Science and Engineering, 
https://doi.org/10.1155/2019/6812092

共同研究の事例
• 表面改質した生体インプラント材の開発
（タイ国KMUTTとの共同研究）

• RT用次世代表面技術に関する研究
• 硬質保護膜の開発に関する研究
• 超潤滑薄膜の均一コーティングとトライボロ
ジーに関する研究 など

お問合せ 345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1 
日本工業大学 基幹工学部 環境生命化学科 渡部 修一
Tel. 0480(33)7729 (直通), E-mail : shwata@nit.ac.jp

PBII装置（ナノ構造機能膜形成システム
【プラズマＣＶＤ・スパッタリング複合
装置】）外観

基幹工学部
環境生命化学科

わたなべ しゅういち

教授 渡部 修一

研究紹介

各種プラズマプロセスを用いた高機能材料表面の創製
ならびにそれらのトライボロジー特性を中心とした特
性評価に取り組んでいます。
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基幹工学部
環境生命化学科

太陽光（可視光）エネルギー利用・
グリーンケミストリ−・分子触媒化学・

生物活性分子・有機機能性材料小池 隆司
分子触媒化学を基盤とする省エネルギーな物質変換シス
テムで環境調和型化学合成法や資源循環法を開発します。

略歴 所属学会など
東京工業大学科学技術創成研究院において約
10年間、光レドックス触媒作用を基盤とした
新しい合成化学に関する研究を行った。
2021年に、日本工業大学基幹工学部応用化
学科の准教授に着任し、引き続き光触媒を用
いた分子サイズのものづくり研究に従事して
いる。

日本化学会・有機合成化学
協会・触媒学会・日本フッ
素化学会・電気化学会有機
電子移動化学研究会・有機
合成化学協会「AIと有機合
成」研究部会 など

研究紹介 分子性光触媒を用いた精密物質変換システム

われわれのグループでは、医農薬分野や有機機能性材料分野で有用な物質を環境調和型の方法でつ
くる研究に取り組んでいます。また、カーボンニュートラルな社会構築に資する廃プラスティックか
ら炭素資源を回収する方法の開発にも取り組んでいます。

主な論文発表
(1) T. Koike, et al. Chem. Commun., 2021, 57,

2609–2612.
(2) T. Koike, et al. Org. Lett., 2020, 22, 2801–

2805.
(3) T. Koike, et al. ACS Catal., 2019, 9, 6555–

6563.
(4) T. Koike, et al. Angew. Chem. Int. Ed., 2015,

54, 12923–12927.

共同研究の事例
(1)新規含フッ素有機化合物の農薬試験
(2)ジフルオロメチル化試薬の開発と販売（東京化
成株式会社製品コード：D5630）

(3)含フッ素有機化合物の新製造方法に関する特許
出願（特許第6462426号 、特許第6378894
号 、特許第6014512号 など）

こいけ たかし

准教授

光反応は、熱反応では困難な
環境調和型分子変換を実現でき
ます。とくに、われわれにとっ
て身近な太陽光エネルギーを利
用できれば、省エネルギーな化
学合成システムの構築につなが
ります。光エネルギーを効率よ
く分子変換に利用するために光
触媒を用いることは戦略上重要
です。

(a) (b) (c)

(a)青色LED光反応装置
(b)フロー型光反応装置
(c)太陽光反応装置


